















Suggestions for Better Education and School Management































　The Central Education Council submitted a report to the Ministry of Education, Culture, and Sports (MEXT) in 
December, 2015. The report insists on the necessity of strengthening the school organization as a “team”, which consists 
of teachers, offi  ce clerks, and various other professional staff  members, and requires boards of education and principals 
across the country to review and improve their school management, including abandoning old-fashioned ideas and work 
practices.
　On the other hand, workload of individual teachers has been on the rise, and in addition, increasing mental burden has 
been loaded on classroom teachers who are expected to cope with various problems outside school such as child poverty. 
The problems of modern children and their families are becoming diversifi ed and complicated, and that makes teachers’ 
work even more diffi  cult. Therefore, it is reasonable that the report demands the need for enhancing the abilities of the 
teaching staff  working as a “team”.  MEXT, however, does not make suffi  cient eff orts to increase the number of teaching 
personnel.
　What should individual schools do in this diffi  cult situation? It is a hard question to answer, but one thing is certain. 
They need to go back to the basics of education: lesson design and classroom management. Teachers should be 









































































































































































































































































































































































































































































察（refl ection in action）』の原理で実践を遂行する，思
慮深い専門家を追及している点にある。この『反省的教
師』という専門家像は，世界各国の教師教育改革におい
てほぼ共通した専門家像を形成している。」と指摘して
いる。
　さらに，「教師の職域の仕事とその文脈は，複雑で複
合的であり，実証的な科学研究の『確実性』だけでは対
処しえない性格を示している。この『不確実性』に対し
て，教師たちは，自他の経験から学び（refl ection），実
践経験に培われた暗黙知（tacit knowledge）を総動員
し，カンやコツを大切にして仕事を遂行している。この
ような経験によって培われた暗黙知やカンやコツによ
る『不確実性』への対応を高度な技法としての『職人性
（craftsmanship）』と呼び，専門的知識や技術や理論に
よる『専門職性（professionalism）』と区別して」考え
ねばならいとして次のように指摘する。「専門家として
の教師が，専門職性と職人性の双方を兼ね備える必要が
あることは明白である。しかし，現実の教師を見ると，
どちらか一方に偏している教師が多いことも事実であ
る。たとえば，教科内容について高度の知識を持ち，教
育学や学習科学の理論を深く学習しているのに，授業実
践の遂行や子ども（生徒）の学びの実現に苦労をし，不
十分な成果しか達成しない教師は少なくない。この教師
の場合は専門職性の学びにおいては一定の水準に達して
いても，職人性の学びが欠落している。逆に，子ども（生
徒）の扱いや授業の遂行は巧みであり，子ども（生徒）
から好かれていても，一年間学んでも学力は向上せず，
子ども（生徒）の知的発達が停滞したり低下する教師も
少なくない。つまり，教える内容が乏しくて教科書どお
りの内容しか扱えず，その授業実践も経験主義の枠を一
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「チーム学校」について考える 　－日々の実践に機能するチームは可能か－
実現」明星大学研究紀要－教育学部　第７号　2017
年 P13
７　浜田博文「公教育の変貌に応えうる学校組織論の再
構成へ―『教職の専門性」の揺らぎに着目して－日
本教育経営学会紀要第58号2016年 PP.44-45
８　佐藤学著『専門家として教師を育てる―教師教育改
革のグランドデザイン―』岩波書店　2015年PP.48-
49
９　佐藤学著「転換期の教師教育改革における危機と解
決への展望」教師教育学会年報第25号2016年日本教
師教育学会編P9
10　榊原禎宏著「教職の専門性の今後の在り方」『学校経
営研究』41巻2016年P32 
「確かな学力」形成が危うくなるし，専門家として社会
に認められようがない。そうした厳しい認識のもとに同
僚性構築と研修活動を定着して行くことが急務であると
思われる。　
　「チーム学校」論は今後様々な紆余曲折を経ながら，
また学級定数の問題とも併せ考えながら模索されなけれ
ばならない。それは教師の専門性ともかかわってくる大
きな今後の課題であるからだ。
　我々の世代（1970年代～2010頃勤務）から見れば，
子ども一人ひとりの教育課題を可能な限り学級担任が抱
える学級経営こそが，子どもとの絆を大切にし，人間信
頼に満ちた「子どもの夢をかなえる」学校づくりに繋が
るものと確信するからでもある。もしそうでなくて，複
数で子どもたちを見る「チーム」制になるならば，榊原
の指摘である次のことを引き受けねばならない。それは，
「『チーム』として一人の生徒を複数の教員で見ることが
これから普通になるならば，新しい教職の専門性は，教
師論ではなく教職員論として，つまり組織人としていっ
そう立論されるべきとなる。教職は分業―協業的な業務
が基本だと理解された上で，多様な生徒に対する幅広い
理解と対応のできること，短い単位での時間と記録の管
理およびその活用に秀でていること，またスタッフ間で
の瞬時の協働に長けた『関係能力』のあることが求めら
れる。」10ことを指摘している。
　今後は教職員定数改善の課題とも絡まる難しい問題で
あるが，その狭間にあって，日々子どもの現実に直面す
る教師はその力量こそが専門家として認められるという
現実を前にして，実践力を獲得する以外に道はない。
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